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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第68期

第３四半期
連結累計期間

第69期
第３四半期
連結累計期間

第68期

会計期間
自 平成23年11月21日
至 平成24年８月20日

自 平成24年11月21日
至 平成25年８月20日

自  平成23年11月21日
至  平成24年11月20日

売上高 (百万円) 47,165 49,029 62,941

経常利益 (百万円) 2,526 1,379 3,465

四半期(当期)純利益 (百万円) 3,654 1,019 4,079

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 4,058 3,530 4,432

純資産額 (百万円) 44,087 47,341 44,461

総資産額 (百万円) 61,878 66,205 63,786

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 54.07 15.09 60.35

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 70.5 70.9 69.0

　

回次
第68期

第３四半期
連結会計期間

第69期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年５月21日
至 平成24年８月20日

自 平成25年５月21日
至 平成25年８月20日

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額（△）

(円) 0.20 △6.92

(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移について記載して

おりません。

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

なお、平成25年３月14日に象印ラコルト株式会社を新たに設立し、連結の範囲に含めております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する

事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報

告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び子会

社）が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、積極的な経済政策や金融政策への期待感から株

価の上昇や円安による輸出環境の持ち直しが見られるとともに、個人消費にも回復の兆しが現れるな

ど緩やかに回復傾向となりました。しかしながら、世界経済の減速が景気を押し下げるリスクとなる

など、先行き不透明な状況で推移いたしました。

このような経営環境の中で、当社グループは、３種類の付属プレートでワッフルや今川焼、お好み

焼きなど幅広い調理ができるクッキングパン、新たに蒸気レス構造を採用した電気ケトルなどの新製

品を発売するとともに、圧力ＩＨ炊飯ジャーや電気ポットのモデルチェンジを実施したほか、既存商

品の販売にも注力いたしました。

　製品区分別の概況は次のとおりであります。

調理家電製品につきましては、国内においては羽釜形状の内釜を採用した「極め羽釜」シリーズや

ＩＨ炊飯ジャーが好調に推移したことにより、炊飯ジャー全体では売上が前年に比べて増加いたしま

した。電気ポットは市場全体の出荷数量減少などにより売上が前年に比べて減少し、電気ケトルは販

売競争激化の影響もあり低調に推移いたしました。電気調理器具では、コーヒーメーカーやもちつき

機、ミキサーが前年実績を上回りました。しかしながら、ホームベーカリーが市場全体の出荷数量が

減少したことなどにより低調に推移し、グリルなべや精米機も前年実績を下回りました。

海外においては、中国市場ではＩＨ炊飯ジャー、マイコン炊飯ジャーの売上が好調に推移し、北米

市場でもマイコン炊飯ジャーを中心に炊飯ジャーの売上が前年実績を上回りました。その結果、調理

家電製品の売上高は357億３百万円（前年同期比100.7%）となりました。　

　リビング製品につきましては、国内においては、猛暑の影響などによりステンレスクールボトルが

好調に推移し、ステンレスマグも前年実績を上回ったことにより、ステンレスボトル全体の売上が増

加いたしました。また、国内市場の拡大を背景にステンレスフードジャーの売上が好調に推移し、ス

テンレスマホービン全体でも売上が前年に比べて増加いたしました。ガラスマホービンについては、

国内における市場全体の出荷数量が減少したこともあり、低調に推移いたしました。
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海外においては、中国、台湾ではステンレスマグやステンレスフードジャーを中心に好調に推移い

たしました。また、北米市場ではステンレスマホービンを使用した大型の業務用コーヒーサーバーや

ステンレスランチジャーを中心に前年に比べて売上が増加いたしました。その結果、リビング製品の

売上高は114億５百万円（前年同期比121.9%）となりました。　

生活家電製品につきましては、空気清浄機は花粉飛散量増加などの影響もあり、売上が前年に比べ

て増加いたしました。加湿器は新製品の投入効果もあり、前年実績を上回りました。しかしながら、

食器洗い乾燥機は販売を終了したため、前年実績を大幅に下回りました。その結果、生活家電製品の

売上高は13億37百万円（前年同期比95.9%）となりました。また、その他製品の売上高は５億83百万

円（前年同期比60.9%）となりました。

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、490億29百万円（前年同期比104.0%）となりま

した。利益につきましては、売上高は増加したものの、前年同期に比べて大幅な円安で推移したこと

による海外生産品の原価上昇、国内における販売競争激化に伴う販売価格下落の影響などによる売上

総利益率の低下に加え、品質保証に伴う支出に備えるため製品保証引当金を計上したことなどから前

年同期に比べて販売費及び一般管理費が増加し、営業利益は10億31百万円（前年同期比38.9%）とな

りました。経常利益は円安による為替差益の計上などによる営業外損益の改善もあり、13億79百万円

（前年同期比54.6%）となりました。また、四半期純利益は前年同期に計上した厚生年金基金過去分

返上認可の決定による代行返上益がなくなったことも影響し、10億19百万円（前年同期比27.9%）と

なりました。

　

所在地別の業績は次のとおりであります。

①日本

炊飯ジャーやステンレスマグの販売が好調に推移したものの、電気ポットや電気ケトルの販売が低

調に推移したことにより、売上高は367億92百万円（前年同期比98.4%)となりました。営業利益は海

外生産品の原価上昇などの影響により、73百万円(前年同期比5.7%)となりました。

②アジア

アジア全体で炊飯ジャーやステンレスマグの販売が好調に推移したことにより、売上高は88億48百

万円(前年同期比126.5%)となりました。営業利益は13億94百万円(前年同期比105.9%)となりました。

③北米

ステンレスランチジャーや業務用コーヒーサーバーの販売が好調に推移したことにより、売上高は

33億88百万円(前年同期比121.2%)となりました。営業利益は仕入コストの増加などの影響により、59

百万円(前年同期比60.0%)となりました。
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（参考情報）

・所在地別業績

前第３四半期連結累計期間(自 平成23年11月21日 至 平成24年８月20日)

　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　 日本 アジア 北米 計 その他 合計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 37,377 6,992 2,795 47,165 － 47,165

  所在地間の内部売上高
  又は振替高

4,674 4,138 26 8,839 (8,839) －

計 42,051 11,131 2,822 56,005 (8,839) 47,165

営業利益 1,292 1,315 99 2,707 (56) 2,650

　

当第３四半期連結累計期間(自 平成24年11月21日 至 平成25年８月20日)

　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　 日本 アジア 北米 計 その他 合計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 36,792 8,848 3,388 49,029 － 49,029

  所在地間の内部売上高
  又は振替高

6,407 3,963 1 10,372 (10,372) －

計 43,199 12,811 3,389 59,401 (10,372) 49,029

営業利益 73 1,394 59 1,527 (495) 1,031

　

・海外売上高

前第３四半期連結累計期間(自 平成23年11月21日 至 平成24年８月20日)

　 アジア 北米 欧州 中近東 その他 計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 7,749 2,719 152 379 68 11,069

Ⅱ　連結売上高(百万円) 　 　 　 　 　 47,165

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

16.4 5.8 0.3 0.8 0.2 23.5

　

当第３四半期連結累計期間(自 平成24年11月21日 至 平成25年８月20日)

　 アジア 北米 欧州 中近東 その他 計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 9,349 3,353 84 330 53 13,171

Ⅱ　連結売上高(百万円) 　 　 　 　 　 49,029

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

19.1 6.8 0.2 0.7 0.1 26.9
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(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の財政状態は、前連結会計年度末と比較して総資産が24億18百万円増

加し、負債が４億61百万円減少しました。また、純資産は28億80百万円増加いたしました。その結

果、自己資本比率は1.9ポイント増加し70.9％となりました。

総資産の増加24億18百万円は、流動資産の増加15億84百万円及び固定資産の増加８億33百万円によ

るものであります。

流動資産の増加15億84百万円の主なものは、現金及び預金の増加29億２百万円、受取手形及び売掛

金の減少16億68百万円、流動資産のその他の増加４億35百万円であります。また、固定資産の増加８

億33百万円の主なものは、ソフトウェアの増加２億45百万円、投資有価証券の増加８億80百万円、繰

延税金資産の減少２億90百万円であります。

負債の減少４億61百万円は、流動負債の減少３億81百万円及び固定負債の減少80百万円によるもの

であります。

流動負債の減少３億81百万円の主なものは、未払費用の増加４億９百万円、賞与引当金の減少３億

72百万円、流動負債のその他の減少２億96百万円であります。また、固定負債の減少80百万円の主な

ものは、繰延税金負債の増加１億39百万円、退職給付引当金の減少79百万円、固定負債のその他の減

少１億40百万円であります。

純資産の増加28億80百万円の主なものは、四半期純利益の計上10億19百万円、剰余金の配当の支払

５億74百万円、その他有価証券評価差額金の増加６億22百万円、為替換算調整勘定の増加15億97百万

円であります。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な

変更及び新たに生じた課題はありません。

　

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は３億18百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 240,000,000

計 240,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成25年８月20日)

提出日現在発行数(株)
(平成25年10月４日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 72,600,000 72,600,000
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は1,000株であ
ります。

計 72,600,000 72,600,000 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成25年５月21日～
平成25年８月20日

― 72,600,000 ― 4,022 ― 4,069

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないた

め、直前の基準日である平成25年５月20日現在の株主名簿に基づき記載しております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年５月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式

5,011,000
― ―

(相互保有株式)
普通株式 212,000 ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

67,095,000
67,095 ―

単元未満株式
普通株式 282,000

　

― ―

発行済株式総数 72,600,000 ― ―

総株主の議決権 ― 67,095 ―

(注)  単元未満株式のうち自己株式等に該当する株式数は次のとおりであります。

自己株式 273株

旭菱倉庫株式会社  1株

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年５月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式） 　 　 　 　 　

象印マホービン株式会社
大阪市北区天満１丁目20
番５号

5,011,000          ― 5,011,000 6.90

（相互保有株式） 　 　 　 　 　

旭菱倉庫株式会社
大阪府大東市御領２丁目
４番１号

         ― 212,000 212,000 0.29

計 ― 5,011,000 212,000 5,223,000 7.19

(注) １ 「他人名義所有株式数」欄に記載しております旭菱倉庫株式会社の株式の名義人は、「象印共栄持株会」

（大阪市北区天満１丁目20番５号）であり、同会名義の株式のうち、同社の持分残高（212,001株）の単

元部分を記載しております。

２  他人名義で所有している理由等

所有理由 名義人の氏名又は名称 名義人の住所

加入持株会における共有持分数 象印共栄持株会 大阪市北区天満１丁目20番５号

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成25年５月21

日から平成25年８月20日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年11月21日から平成25年８月20日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年11月20日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年８月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 12,225 15,127

受取手形及び売掛金 11,211 9,543

有価証券 － 200

商品及び製品 14,474 14,084

仕掛品 121 143

原材料及び貯蔵品 1,003 1,161

繰延税金資産 1,059 982

その他 2,220 2,655

貸倒引当金 △25 △22

流動資産合計 42,290 43,874

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 16,338 16,165

減価償却累計額 △12,554 △12,545

建物及び構築物（純額） 3,784 3,620

機械装置及び運搬具 3,390 3,508

減価償却累計額 △2,878 △3,055

機械装置及び運搬具（純額） 512 452

工具、器具及び備品 4,320 4,886

減価償却累計額 △3,283 △3,672

工具、器具及び備品（純額） 1,037 1,214

土地 8,752 8,752

リース資産 900 505

減価償却累計額 △649 △435

リース資産（純額） 251 70

建設仮勘定 45 20

有形固定資産合計 14,382 14,130

無形固定資産

のれん 25 28

ソフトウエア 335 580

その他 217 250

無形固定資産合計 578 860

投資その他の資産

投資有価証券 5,556 6,437

繰延税金資産 405 114

その他 589 802

貸倒引当金 △14 △14

投資その他の資産合計 6,535 7,339

固定資産合計 21,496 22,330

資産合計 63,786 66,205
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年11月20日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年８月20日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,156 6,911

短期借入金 210 144

未払費用 4,113 4,522

未払法人税等 318 289

賞与引当金 856 483

製品保証引当金 － 219

その他 920 623

流動負債合計 13,576 13,194

固定負債

長期借入金 3,000 3,000

繰延税金負債 8 148

退職給付引当金 2,207 2,128

その他 532 392

固定負債合計 5,749 5,669

負債合計 19,325 18,864

純資産の部

株主資本

資本金 4,022 4,022

資本剰余金 4,163 4,163

利益剰余金 37,682 38,127

自己株式 △952 △954

株主資本合計 44,916 45,359

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 721 1,344

繰延ヘッジ損益 △38 247

為替換算調整勘定 △1,609 △11

その他の包括利益累計額合計 △926 1,581

少数株主持分 470 400

純資産合計 44,461 47,341

負債純資産合計 63,786 66,205
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年11月21日
　至 平成24年８月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年11月21日
　至 平成25年８月20日)

売上高 47,165 49,029

売上原価 32,449 34,959

売上総利益 14,716 14,070

販売費及び一般管理費 12,065 13,038

営業利益 2,650 1,031

営業外収益

受取利息 28 34

受取配当金 87 88

持分法による投資利益 58 142

受取賃貸料 145 144

為替差益 － 231

その他 133 135

営業外収益合計 453 775

営業外費用

支払利息 53 44

売上割引 288 267

為替差損 141 －

その他 94 114

営業外費用合計 578 426

経常利益 2,526 1,379

特別利益

固定資産売却益 4 16

厚生年金基金代行返上益 3,348 7

投資有価証券売却益 － 32

特別利益合計 3,352 56

特別損失

固定資産除却損 33 28

ゴルフ会員権評価損 0 0

特別損失合計 34 28

税金等調整前四半期純利益 5,844 1,407

法人税、住民税及び事業税 386 466

法人税等調整額 1,750 31

法人税等合計 2,136 497

少数株主損益調整前四半期純利益 3,707 910

少数株主利益又は少数株主損失（△） 52 △109

四半期純利益 3,654 1,019
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年11月21日
　至 平成24年８月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年11月21日
　至 平成25年８月20日)

少数株主損益調整前四半期純利益 3,707 910

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △30 622

繰延ヘッジ損益 213 286

為替換算調整勘定 158 1,459

持分法適用会社に対する持分相当額 9 251

その他の包括利益合計 350 2,620

四半期包括利益 4,058 3,530

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 4,001 3,526

少数株主に係る四半期包括利益 56 3
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年11月21日 至 平成25年８月20日)

（連結の範囲の重要な変更）

第２四半期連結会計期間より、新たに設立した象印ラコルト株式会社を連結の範囲に含めております。

　

【会計方針の変更等】

　

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年11月21日 至 平成25年８月20日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年11月21日以後に取

得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

この変更による当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

　

【追加情報】

　
当第３四半期連結累計期間

(自 平成24年11月21日 至 平成25年８月20日)

（製品保証引当金）

第１四半期連結会計期間より、製品の品質保証に伴う支出に備えるため、過去の実績に基づいて今後必要と見

込まれる額を製品保証引当金として計上しております。

　当社では、従来、製品の品質保証に伴う支出について、発生時に費用として処理しておりましたが、製品保証

費用の重要性が増してきたこと及び将来見込まれる品質保証費用の合理的な算定が可能となったことから、第１

四半期連結会計期間より計上することといたしました。

　これにより、従来の方法によった場合に比べ、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ

219百万円減少しております。

 
（厚生年金基金の代行返上）

　当社は、確定給付企業年金法に基づき、厚生年金基金の代行部分について、平成24年３月１日に厚生労働大臣

から過去分返上の認可を受け、平成25年７月29日に国に返還額（最低責任準備金）の納付を行いました。

　これに伴う損益として、厚生年金基金代行返上益７百万円を特別利益に計上しております。

　

【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第

３四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）、のれんの償

却額は、次のとおりであります。

　

　
前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年11月21日
至 平成24年８月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年11月21日
至 平成25年８月20日)

減価償却費 1,226百万円 　1,118百万円

のれんの償却額 25百万円 26百万円

　

EDINET提出書類

象印マホービン株式会社(E02395)

四半期報告書

14/18



　

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成23年11月21日 至 平成24年８月20日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年２月16日
定時株主総会

普通株式 270 4.00 平成23年11月20日 平成24年２月17日 利益剰余金

平成24年７月２日
取締役会

普通株式 236 3.50 平成24年５月20日 平成24年８月３日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自 平成24年11月21日 至 平成25年８月20日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年２月19日
定時株主総会

普通株式 304 4.50 平成24年11月20日 平成25年２月20日 利益剰余金

平成25年７月１日
取締役会

普通株式 270 4.00 平成25年５月20日 平成25年８月５日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自 平成23年11月21日 至 平成24年８月20日)及び当第３四半期連結累計

期間(自 平成24年11月21日 至 平成25年８月20日)

当社グループは、家庭用品等の製造、販売ならびに、これらの付随業務を営んでおりますが、家庭用

品以外の事業の重要性が乏しいと考えられるため、セグメント情報の記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年11月21日
至 平成24年８月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年11月21日
至 平成25年８月20日)

１株当たり四半期純利益金額 54円07銭 15円09銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額(百万円) 3,654 1,019

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 3,654 1,019

普通株式の期中平均株式数(千株) 67,595 67,590

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

第69期(平成24年11月21日から平成25年11月20日まで)中間配当については、平成25年７月１日開催の

取締役会において、平成25年５月20日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当

を行うことを決議し、配当を行っております。

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　270百万円

②　１株当たりの金額 　　　　　　　　　　　　　　　４円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　 平成25年８月５日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士   渡   沼   照   夫   ㊞

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士   榎   本   　   浩   ㊞

独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成25年10月４日

象印マホービン株式会社

取締役会 御中

　

　

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている象
印マホービン株式会社の平成24年11月21日から平成25年11月20日までの連結会計年度の第３四半期連結会計
期間(平成25年５月21日から平成25年８月20日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年11月21日から平
成25年８月20日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算
書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、象印マホービン株式会社及び連結子会社の
平成25年８月20日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表
示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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